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Abstract
This study examined changes in the competencies of the university students with internship experience. In this proc-
ess, we took into consideration three factors: students' motivation types (high vs. low achievement and affiliation) and
internship type (daily business vs. a mixture of daily business and project-based learning). The following three compe-
tencies were examined: communication, empathy, and positive involvement. An analysis of variance showed that (1)
scores on "encoding on the task achievement situation," which is one of the communication competences, increased
among students in the low achievement-motive and high affiliation-motive group after internship experience, and (2)
scores on all competencies, except "emotional control," which is another communication competency, increased after the
internship experience. In addition, students undergoing the mixed-type internship had higher subjective satisfaction
than did those undergoing the daily business type.
Keywords：the university graduates' expected competences, internship, internship type, achievement /affiliation-
motives
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研修の型 (日常業務型・課題設定型) を要因とした. コ
ンピテンシーとしてはコミュニケーション力, 共感する
力, 関わる力を取り上げた. 研修の型については, イン
ターンシップに参加した学生の中で課題設定型のみの研
修を受けた者はおらず, 本研究では課題設定と日常業務















(2008 年時点) が, ベネッセ教育研究開発センターによ







の概念で重要なことは, ｢(教員が) 何を教えるか｣ より
も ｢(学生が) 何ができるようになるか｣ に置かれてい






れる ｢コミュニケーション力｣ および, 著者らが所属す
る日本福祉大学において独自に学生に求めてられている
｢日本福祉大学スタンダード｣ 4 つの力 (伝える力, 見
据える力, 関わる力, 共感する力) のうち, 特に 3年生
以上に対して求められている ｢共感する力｣ と ｢関わる
力｣ について取り上げる. コンピテンシーとは,“ある
職務において効果的かつ優秀な成果を発揮する個人の潜
在的特性で, 動機, 特性, 技能, 自己像の一種, 社会的
役割, 知識体系などを含む (Boyatzis, 1982)”とも定
義されるように, もともとビジネス領域における能力評


















金城, 2001；楠奥, 2006) やインターンシップと就職活





















このうち, 本研究では真鍋 (2010) の研究に倣い,
｢日常業務型｣ および ｢課題設定型｣ を分類の対象とす
る. ｢2. 見学型｣, ｢3. 講義型｣ を扱わないのは, 効果
的な学習効果を担保する具体的経験の機会が乏しいため
(松尾, 2006) であり, ｢1. 体験型｣ の③アルバイト・
パート型は大学が提供するインターンシッププログラム
としては実施されていないことによる.
真鍋 (2010) が ｢日常業務型｣ と ｢課題設定型｣ のタ
イプによる社会人基礎力や就職活動への活かし方の違い
を検討した結果によると, 日常業務型では, 傾聴力, 主














小川・斎藤, 2010 など). 矢崎・中村・野寺 (2012) は,
日本福祉大学スタンダードの 4つの力について検討を行
い, 学年伸展に伴い 4つの力は向上するが, 学年よりも
動機の方がコンピテンシーの変化に強く影響することを



















生 61 名を本研究の分析対象者とした (インターンシッ
プ前の回答者は 112 名, 後の回答者は 83 名). 対象者の
属性の内訳は, 2 年生 9 名, 3 年生 52 名；男性 41 名,
女性 20 名；経済学部 27 名, 福祉経営学部 15 名, 健康
科学部 13 名, 国際福祉開発学部 5 名, 子ども発達学部
1 名であった. 回答者のインターンシップ経験日数は
5～14日 (平均日数は10日), 参加企業先は, 金融, サー
ビス, 製造, 農業, 医療・福祉, 公官庁などであった.
調査時期及び手続き
調査時期は, インターンシップ前が 2010 年 7 月上旬,








矢崎・小川, 2010) より, ｢状況の察知｣ の 4 項目と本
研究の調査内容にそぐわないと判断された 3項目を除い
た計 20 項目, 日本福祉大学スタンダードより ｢共感す
る力｣ 5 項目, ｢関わる力｣ 8 項目 (矢崎・中村・野寺,
2012), ②達成・親和動機：性格特性 EPPS 尺度 (肥田
野・岩原・岩脇・杉村・福原, 1970) より ｢達成｣ (項
目例 ｢なにか有意義なことをなしとげたい｣) および
｢親和｣ (項目例 ｢友人と非常に親密になりたい｣) の各 9
項目, ③インターンシップ満足度：本研究で独自に作成











報告書の記述内容から, 筆者らが ｢日常業務型｣ と ｢課
題設定型｣ を特定した. その結果, ｢課題設定型｣ のみ
を経験した学生はおらず, 日常業務と課題設定が両方混
在していたため, ｢日常業務・課題設定混合型 (以下,
混合型と表記)｣ とした. 回答者の内訳は, 日常業務型






たため, 先行研究にしたがって, それぞれ ｢課題達成場
面の記号化｣, ｢解読｣, ｢活性化と配慮｣, ｢感情統制｣ と
名づけた. 共感する力は先行研究同様の 1因子構造 (α=
研修前.726, 研修後.740), 関わる力は先行研究では 2
因子構造であったが, 本研究では解釈可能な 2因子に分
かれず 1 因子構造を採用した (α＝.708, .709). 動機は
2 因子構造が確認され, 先行研究と同様の ｢達成｣, ｢親
和｣ と名づけた (α＝.756, .841). インターンシップ満
足度は 1 因子構造であり, α＝.821 であった. いずれ
の尺度もそれぞれの項目の合計平均値を下位尺度得点と
した. 各コンピテンシーのインターンシップ前後別の平
均値を Figure 1 に示した. コミュニケーション力の
｢解読｣ と ｢感情統制｣ および共感する力は, インター






けを行い, 時期 (インターンシップ前後), 達成動機,
親和動機の高・低群の組合せを独立変数, 各下位コンピ
テンシー得点を従属変数とした 3要因混合計画の分散分
析を行った. その結果, コミュニケーション力の ｢解読｣,
｢活性化と配慮｣, 関わる力については時期による主効果
が見られ (それぞれ F (1, 55)＝5.45, p＜.05；F (1,
55)＝4.66, p＜.05；F (1, 54)＝20.13, p＜.01), いずれ
もインターンシップ前より後のほうが, コンピテンシー
得点が有意に高かった. 共感する力については時期によ
る主効果 (F (1, 55)＝7.57, p＜.01) および親和動機の
主効果 (F (1, 55)＝4.43, p＜.05) が見られ, インター
ンシップ前よりも後のほうが, 親和低群 (M＝3.37) よ
り高群 (M＝3.61) のほうが, 得点が高かった. コミュ
ニケーション力の ｢課題達成場面の記号化｣ については
時期の主効果 (F (1, 55)＝12.92, p＜.05) に加え, 二次
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による主効果が見られ (それぞれ F (1, 59)＝5.05, p＜
.05；F (1, 59)＝5.73, p＜.05；F (1, 59)＝12.86, p＜.01；


























いて検討を行うため, t 検定を行った. その結果, 満足
度得点は全体的に高いものの, 日常業務型 (M＝4.32)
に比べて混合型 (M＝4.63) の人のほうがより満足した










































られず, 先行研究の真鍋 (2010) とは異なる結果となっ








































ず, 正課内の授業においても課題設定型授業や PBL が
積極的に取り入れられているが, そのような取り組みが
学生に ｢よい｣ と評価されやすい (渡辺・高木・長谷川・



















号化｣ や ｢活性化と配慮｣ のような, コミュニケーショ
ン行動に直接関連するコンピテンシーは自己評価でも客










けた. なお, 本研究の一部は日本キャリア教育学会第 33
回大会にて報告された.
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